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公開Ⅰ 9:40～10:30公開Ⅰ 9:40～10:30

お気軽に
お問い合わせ
ください！

018-862-3350秋田大学教育文化学部附属中学校
〒010-0904
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参加費は無料です

申込み〆切は

様々な方法でご覧いただけます

６ 月
 6 日
６ 月
 6 日

社 　 会 国 　 語 英 　 語 理 　 科 数 　 学 保 　 体 社 　 会美 　 術

公開Ⅱ 10:50～11:40公開Ⅱ 10:50～11:40

春季公開研は、対面・ライブ配信(ZOOM)・
オンデマンド配信でご覧いただけます。

(配信の場合、音声が聞き取りにくいことがあります。
 対面での参加をご検討くださるようお願いいたします。)

どなたでも無料で参加することができます。

主催：秋田大学教育文化学部附属中学校

共催：秋田大学教育文化学部附属教職員高度化センター

後援：秋田県教育委員会　　秋田市教育委員会
　　　秋田県中学校長会　　秋田市中学校長会

秋田市保戸野原の町7-75

8:45 9:10 9:30 9:40 10:30 10:50 11:40 12:40 14:00 14:20 16:00

公 開 授 業 Ⅰ 公 開 授 業 Ⅱ全 体 会 分 科 会 公 開 対 談

５月30日(金)
右のQRコードよりお申込でき
ます。お申込いただいた方に
は6/3(火)までに資料をお送り
いたします。期日までに届か
ない場合は下記連絡先までご
連絡ください。

公 開 対 談
名古屋大学

先生
柴田好章

国立教育政策研究所

先生
千々布敏弥

(本校全体研究構想アドバイザー)

秋大附中の
取組について

教科の本質につながる
実践はどうあればよい
か？

秋田大学の学生（大学院生を含む）は大学の担当者に参加申込みを
お願いします。学生の受付時間も大学から指定されますのでご了承
ください。また、学生の皆さんは対面での参加のみとなります。

＼Check!／ 秋田大学 学生のみなさんへ



【指導助言者】
　齊　藤　一　生（中央教育事務所）
【共同研究者】
　外　池　　　智（秋　田　大　学）

公開Ⅱ 10:50～11:40公開Ⅱ 10:50～11:40

【指導助言者】
　佐　藤　高　行（中央教育事務所）
【共同研究者】
　成　田　雅　樹（秋　田　大　学）
　髙　橋　茉　由（秋　田　大　学）

【指導助言者】
　東海林　和　恵（由利出張所）
【共同研究者】
　若　有　保　彦（秋　田　大　学）

【指導助言者】
　熊　井　修　一（中央教育事務所）
【共同研究者】
　原　田　勇　希（秋　田　大　学）

【指導助言者】
　眞　壁　　　豪（中央教育事務所）
【共同研究者】
　加　藤　慎　一（秋　田　大　学）

【指導助言者】
　久　米　美　樹（中央教育事務所）
【共同研究者】
　松　本　奈　緒（秋　田　大　学）

【指導助言者】
　小　森　哉　子（総合教育センター）
【共同研究者】
　長　瀬　達　也（秋　田　大　学）

【指導助言者】
　齊　藤　一　生（中央教育事務所）
【共同研究者】
　外　池　　　智（秋　田　大　学）

授業者：
高桑　和哉

授業者
澤田石嵩也

授業者：
伊藤知佐子

授業者：
鈴木　　聡

単元名：球技（サッカー）　（３年）

題材名：

単元名：欧米の進出と日本の開国（２年）

単元名：平方根（３年）

豊かに学ぶ豊かに学ぶ研究主題
～共に迫る教科の本質～～共に迫る教科の本質～

✉　kkb@jrh.akita-u.ac.jp
お気軽に

お問い合わせ
ください！ 018-862-3350

秋田大学教育文化学部附属中学校 URL　https://www.jrh.akita-u.ac.jp/

お申込はこちら→　〆切5／30

公開Ⅰ 9:40～10:30公開Ⅰ 9:40～10:30

授業者：
東海林祐輔

授業者
工藤　武大

授業者：
細葉　浩崇

授業者：
小松　大輔

単元名：新たな時代の日本と世界（３年）社　会

国　語

英　語

理　科

単元名：

単元名：Unit2 Our New Teacher（１年）

単元名：化学変化と物質の質量（２年）

数　学

保　体

社　会

美　術

2025年2025年 6月6月6日6日

比べ読みを通して文章の特色を考
えよう（3年）

日常の事象の問題を解決することを通
して、単元で学習したことのよさに気
付くことができるか

生徒が既習の言語材料を活用し、工夫しながら
自分の考えや思いを伝えようとしている姿、そ
して価値観の共有や英語での学びに喜びを感じ
る授業を目指します

実験結果を誤りと見なすか誤差として許容する
か、仮説を受け入れるか棄却するか、根拠を示
しながら最も妥当な結論を導き出そうと生徒が
悩み、考える姿を目指します

開国による影響が明治維新への動きを生み出し
たことについて、郷土秋田の戊辰戦争も踏まえ
多角的に考えることを通して、近代の社会の変
化の様子に関する歴史認識を育みます

歴史的分野と公民的分野をつなぐ授業として、
資料をもとに多角的な見方をしながら課題の解
決に向けて構想し提案できる授業を目指します

私の「好き」と「大切」を見える
化してみた（1年）

絵を描くことが苦手な子も、「私にもできた」
「けっこういい感じに絵が描けた」と思うこと
ができるような授業をつくりたい

「球技苦手だなぁ」という生徒も、仲間と関わ
る中で役割を見付け、サッカーを楽しむことが
できる、そんな授業を目指します

環境問題に関する複数の文章を読み比べること
で、情報との向き合い方を学ぶ授業を目指しま
す。


